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［特集］ モノ運び最前線・塩を運ぶ

社会を支える塩を 
安定輸送



この菜種をいって圧搾したものが
菜種油になる

「菜の花大地復興プロジェクト」から
生まれた菜種油「油いっこ」

畑の周りの雑草を刈る

一般社団法人 
ユナイテッドグリーン

代表理事
山田 周生さん

菜の花には景観を美しくするとともに、塩分を除去す
る効果があります。被災地の方々が仮設住宅に入居
後の雇用や交流の場を作るため、また菜種を原料と
する自然循環エネルギー生成のため「菜の花大地復
興プロジェクト」を始めました。日本郵船の方 と々は被
災地でのボランティア活動の中で出会い、オーナー
制度のお話をしました。当ボランティア活動が地元の
方同士の交流にもつながればと願っています。

○ユナイテッドグリーンとは…
未来循環型（エネルギーと食の自給、資源循環）の地域モデ
ル創出を目指す非営利団体。東日本大震災で被災した岩手
県釜石市に拠点をもち、菜の花を地域に植え、地域交流や自
然再生エネルギーを活用した循環型地域を促す「菜の花大地
復興プロジェクト」などを大震災直後より実施しています。

CORPORATE CITIZENSHIP ● 地域産品づくりを通じた復興支援

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

Partner Interview

地域産品づくりを通じた 
復興支援
三陸産菜種油「油いっこ」オーナー制度に参加

　

日
本
郵
船
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
菜
の
花
大
地

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
む
一
般
社

団
法
人
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
グ
リ
ー
ン
と
菜
種
油

「
油
い
っ
こ
（
ゆ
い
っ
こ
）」
の
オ
ー
ナ
ー
契

約
を
結
び
ま
し
た
。

　
「
菜
の
花
大
地
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

は
、
津
波
に
よ
る
塩
害
農
地
や
耕
作
放
棄
地

に
菜
の
花
を
咲
か
せ
、
景
観
を
良
く
す
る
と

と
も
に
、
収
穫
さ
れ
た
菜
種
か
ら
食
用
油
を

つ
く
り
、
地
域
産
品
へ
と
育
て
上
げ
る
も
の

で
す
。

　

8
月
末
に
は
当
社
グ
ル
ー
プ
の
12
人
の

社
員
が
現
地
岩
手
県
釜
石
市
に
赴
き
、
地
元

の
方
々
と
一
緒
に
菜
の
花
畑
の
整
地
や
種
ま

き
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
生
産
さ
れ
た
「
油
い
っ
こ
」
は
社
内
で

販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

当
社
グ
ル
ー
プ
は
引
き
続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
東
北
復
興
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地元の方と菜の花の種を植える社員
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社会を支える塩を� 安定輸送

Vo l.17

塩
を

	

運
ぶ

モノ運び最前線 ● 塩を運ぶ

　戦国時代、上杉謙信が宿
敵・武田信玄に塩を送った
故事は、人間が生きていくた
めに塩がいかに大事である
かを物語っています。現代社
会では食品だけでなくさまざ
まな工業製品の原料として
使われ、私たちは知らないう
ちに塩から多くの恩恵を受け
ているのです。日本はメキシ
コ、豪州などから大量の塩を
輸入し、その海上輸送で日本
郵船グループのばら積み船
が活躍しています。

メキシコ・セドロス島でケープサイズ・ 
バルカーに積み込まれる塩

広大なゲレロ・ネグロ塩田
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あ

ら

ゆ

る

産

業

で

利

用

さ

れ

て

い

る

塩

モノ運び最前線 ● 塩を運ぶ

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、日
本
は

世
界
有
数
の
塩
輸
入
国
で
す
。
日
本

の
塩
の
消
費
量
は
年
間
8
0
0
万
ト
ン
前
後

で
す
が
、
こ
の
う
ち
の
約
40
％
が
メ
キ
シ
コ
か

ら
の
輸
入
で
す
。
こ
れ
に
豪
州
、
イ
ン
ド
が
続

き
、
実
に
消
費
量
の
90
％
を
外
国
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
塩
の
消
費
量
が
年
間

1
0
0
万
ト
ン
を
超
え
る
国
で
輸
入
に
多
く

を
頼
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
以
外
で
は
韓
国
、

台
湾
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

塩
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
食
卓

塩
で
す
が
、
日
本
で
消
費
さ
れ
る
塩
の
う
ち

食
卓
塩
な
ど
の「
家
庭
・
飲
食
用
」
は
た
っ
た

の
２
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ

の
製
造
な
ど
で
使
う
「
食
品
工
業
用
」
も
9
％

ほ
ど
で
す
。

　

実
は
日
本
が
消
費
す
る
塩
の
約
80
％
が
工

業
用
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
使
う
化
学
製

品
や
薬
品
を
つ
く
る「
ソ
ー
ダ
工
業
用
」で
の

利
用
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
ソ
ー
ダ

工
業
で
は
塩
を
電
気
分
解
や
化
学
反
応
で
カ

セ
イ
ソ
ー
ダ
、
塩
素
、
ソ
ー
ダ
灰
な
ど
に
し
ま

す
。
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ
は
酸
を
中
和
し
た
り
物

質
を
融
解
す
る
の
に
用
い
ら
れ
、紙
、ア
ル
ミ
、

せ
っ
け
ん
な
ど
を
製
造
す
る
過
程
で
使
用
。

塩
素
は
殺
菌
剤
・
漂
白
剤
と
し
て
水
道
水
な

ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ソ
ー
ダ
灰
は
白
い
粉

末
状
の
化
学
物
質
で
、
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
の

原
料
に
な
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
塩
は
融
氷
雪
材
や
、
医
療
用
の

生
理
食
塩
水
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
塩
は
生
活
の
至
る
と
こ
ろ
で
役
立

ち
、
私
た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち
に
塩
か
ら
多

く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

　

塩
は
岩
塩
を
採
掘
し
た
り
海
水
を
蒸
発
さ

せ
て
つ
く
り
ま
す
が
、
海
に
囲
ま
れ
た
日
本

が
な
ぜ
塩
を
輸
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
日
本
は
工
業
用
の
大
量
の
塩
を

で
き
る
だ
け
安
価
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
日
本
は
食
品
用
の
質
の
高
い
塩
を
生

産
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
降
雨
量
の
多
い

気
候
と
狭
い
国
土
は
、
工
業
用
に
適
し
た
安

い
大
量
の
塩
の
生
産
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

メ
キ
シ
コ
や
豪
州
な
ど
は
、
塩
の
生
産
に
適

し
た
広
大
な
土
地
や
気
候
に
恵
ま
れ
、
安
い

コ
ス
ト
で
大
量
に
塩
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
た
め
、
輸
送
コ
ス
ト
を
考
慮
し
て

も
海
外
か
ら
塩
を
輸
入
し
た
ほ
う
が
競
争
力

が
あ
り
ま
す
。
韓
国
や
台
湾
で
輸
入
へ
の
依

存
度
が
高
い
の
も
同
様
の
理
由
で
す
。

太
平
洋
に
面
し
た
メ
キ
シ
コ
西
岸
バ
ハ
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
半
島
中
部
に
あ
る

ゲ
レ
ロ
・
ネ
グ
ロ
塩
田
。
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
が
輸
送
す
る
メ
キ
シ
コ
産
塩
の
生
産
地
で

す
。
1
9
6
0
年
代
に
日
本
の
塩
輸
入
量
が

急
増
し
た
の
に
伴
い
、
メ
キ
シ
コ
で
は
日
本

の
工
業
塩
用
に
70
年
代
か
ら
大
規
模
な
塩
田

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
同
塩
田
に
は
三
菱
商

事
㈱
と
メ
キ
シ
コ
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
49
％
、

51
％
出
資
し
て
お
り
、
当
社
は
三
菱
商
事
㈱

が
参
画
し
た
70
年
代
か
ら
40
年
以
上
に
わ
た

り
同
塩
田
で
生
産
さ
れ
た
塩
の
輸
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ゲ
レ
ロ
・
ネ
グ
ロ
塩
田
の
特
徴
は
、
天
日
塩

田
と
し
て
世
界
最
大
を
誇
る
そ
の
広
さ
で
す
。

東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
見
渡
す
限
り
白

い
塩
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
年
間
降
水
量

が
1
0
0
ミ
リ
以
下
で
乾
燥
し
て
い
て
、天
候

が
１
年
を
通
じ
て
穏
や
か
な
た
め
天
日
に
よ

る
塩
作
り
に
絶
好
の
環
境
で
す
。

　

塩
の
原
料
は
こ
の
広
大
な
塩
田
に
太
平
洋

か
ら
引
き
入
れ
た
海
水
。
海
水
は
１
年
が
か

り
で
濃
縮
さ
れ
、
さ
ら
に
半
年
ほ
ど
か
け
て

太
陽
熱
と
風
の
力
で
蒸
発
・
結
晶
化
さ
れ
ま

ソーダ工業用
74%

家庭・飲食用
2%

融氷雪用
11%

食品
工業用

9%

一般工業用 2%
家畜用 1%

医薬用 1%

その他
0.1%

消費量合計
約778万トン

2014年度　日本の塩消費量
財務省発表「 平成26年度 塩需給実績」を基に作成
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世

界

最

大

の

塩

田

か

ら

日

本

に

安

定

輸

送

す
。
こ
の
よ
う
に
天
日
の
下
で
海
水
が
自
然

に
塩
に
な
り
、
収
穫
さ
れ
る
ま
で
に
は
２
年

も
の
年
月
が
か
か
り
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
塩

は
洗
浄
の
後
、
ゲ
レ
ロ
・
ネ
グ
ロ
の
沖
合
に
あ

る
輸
出
港
の
セ
ド
ロ
ス
島
ま
で
は
し
け
で
運

ば
れ
、
５
日
ほ
ど
か
け
て
外
航
船
に
積
み
替

え
ま
す
。
そ
の
後
、
22
～
23
日
を
か
け
て
日

本
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
仕
向
地
に
輸
送
さ
れ
ま

す
。同
塩
田
か
ら
の
輸
出
量
は
年
間
8
5
0
万

～
9
0
0
万
ト
ン
で
、
Ｎ
Ｙ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
は
こ

の
う
ち
の
半
分
近
く
の
輸
送
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。

　

塩
は
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
穀
物
な
ど
と
と
も

に
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
貨
物
に
分
類
さ
れ
、
ば
ら

積
み
貨
物
船（
バ
ル
カ
ー
）
で
運
ば
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
日
本

に
年
間
約
3
5
0
万
ト
ン
を
輸
送
し
て
い
ま

す
。
そ
の
輸
送
に
は
主
に
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
と

呼
ば
れ
る
17
万
重
量
ト
ン
船
や
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
と
呼
ば
れ
る
７
万
重
量
ト
ン
船
を
投
入
し

て
い
ま
す
。
バ
ル
カ
ー
の
中
で
最
も
大
き
い

ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
は
鉄
鉱
石
な
ど
を
輸
送
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
遠
隔
地
か
ら
の
塩

輸
送
に
大
型
船
を
投
入
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

を
抑
え
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｋ
バ
ル
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
貨
物
輸

送
㈱
も
、ハ
ン
デ
ィ
マ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
小

型
の
バ
ル
カ
ー
で
海
外
か
ら
日
本
に
塩
を
運

ん
で
い
ま
す
。年
間
輸
送
量
は
豪
州
、イ
ン
ド
、

メ
キ
シ
コ
か
ら
約
60
万
ト
ン
。
ま
た
、
メ
キ
シ

コ
か
ら
北
米
に
も
年
間
約
1
0
0
万
ト
ン
を

輸
送
し
て
お
り
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
な
ど
の

荷
役
装
置
を
備
え
た
特
殊
な
バ
ル
カ
ー
を
投

入
し
て
い
ま
す
。

塩
を
輸
送
す
る
上
で
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
点
で

し
ょ
う
か
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
塩

は
鉄
の
腐
食
を
促
進
す
る
性
質
が
あ
り
、
船
の

貨
物
倉
を
さ
び
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
さ
び
が
発
生
す
る
と
、
積
ん
だ
塩
の
品

質
が
著
し
く
劣
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
塩
を
輸
送

す
る
船
の
貨
物
倉
に
は
さ
び
へ
の
耐
久
性
に

優
れ
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
て
い
ま
す
。

　

荷
役
の
前
後
に
貨
物
倉
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
厳
重
に
行
う
こ
と
も
非
常
に
重
要
で
す
。

貨
物
倉
が
大
き
い
大
型
船
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
要
す
る
時
間
も
長
く
な
る
た
め
、
塩
の
揚

げ
荷
役
が
完
了
し
た
時
点
で
す
ぐ
に
始
め
、

再
び
積
地
の
セ
ド
ロ
ス
島
ま
で
の
航
海
中
も

行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
積
地
に
到
着
す
る

ま
で
の
時
間
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
ま
す
。メ

キ
シ
コ
へ
向
か
う
北
太
平
洋
航
路
は
毎
年
10

～
12
月
は
海
が
荒
れ
る
た
め
、
積
地
へ
向
か

う
航
海
中
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
船
体
が
揺
れ

て
大
変
で
す
が
、
乗
組
員
は
積
地
に
到
着
す

る
ま
で
に
作
業
を
完
了
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

モノ運び最前線 ● 塩を運ぶ

1 ‌�長い時間をかけて海水を 
乾燥・結晶化させます

2 大型トラックで塩を収穫します

3 塩を洗浄し、不純物を取り除きます

4 ‌�船倉内での揚げ荷役 
荷役を終えたらすぐに 
クリーニングをはじめます

1

2

34
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PERSON@NYK
きらり技術力推進グループ　調査役

鶴身明子さん
きらり技術力推進グループ　調査役

PERSON@NYK ● きらり技術力推進グループ　調査役

アイデアの具現化をサポート
ビッグデータ活用策のミーティングにも「きらり技術力」

「きらり技術力」ロゴマーク

　

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
４
年
に
策
定

し
た
中
期
経
営
計
画「M

ore Than Shipping 
2018

」
で
掲
げ
る
「
き
ら
り
技
術
力
」
を
一
層

推
進
す
る
た
め
、
今
年
４
月
に
「
き
ら
り
技
術

力
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
し
ま
し
た
。「
き
ら

り
技
術
力
」
で
、
社
員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
、
他
社
と
の
差
別

化
を
は
か
り
、
こ
の
大
競
争
時
代
を
乗
り
切
っ

て
行
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
同
グ
ル
ー
プ
で
働
く
鶴
身
明
子
さ

ん
は「
将
来
に
つ
な
が
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の

芽
を
生
み
出
す
土
壌
づ
く
り
や
、
差
別
化
に
つ

な
が
る
ア
イ
デ
ア
の
具
体
化
を
、一
つ
で
も
多
く

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
役
割

で
す
。昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
運
航
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
付
加
価

値
創
出
に
向
け
た
推
進
役
を
担
っ
て
い
ま
す
」 

と
話
し
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の

方
法
や
工
程
を
発
案
者
と
共
に
模
索
し
、
課
題

の
整
理
や
、
必
要
な
人
材
・
技
術
の
提
供
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
や
す
く
す
る
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
を
中
心
に
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
、
そ
の
事
業
化
を
支
援
す
る
「
き
ら
り
技

術
力
育
成
フ
ァ
ン
ド
」
で
は
、
現
在
応
募
者
と

具
体
的
な
事
業
化
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
デ
ア
を
実
行
に
移
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
向
け
た
「
き
ら
り
道

場
」
も
開
講
し
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
題

材
に
鍛
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
受
講
生
は
自

分
よ
り
若
い
世
代
で
す
が
、
事
業
環
境
の
変

化
を
真
剣
に
と
ら
え
な
が
ら
、
自
由
闊
達
な

討
議
を
行
っ
て
い
る
様
子
に
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
」
と
話
す
鶴
身
さ
ん
。
こ
う
し
た
活
動

が
切
磋
琢
磨
し
合
う
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の“
気
付
き
”を

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
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SAFETY & ECO ● コンテナ船改良工事でもっと省エネ SAFETY & ECO

コンテナ船改良工事でもっと省エネ

　

海
運
業
界
で
は
省
エ
ネ
の
た
め

の
減
速
運
航
が
一
般
的
に
な
り
、

建
造
時
に
想
定
さ
れ
て
い
た
航
行

速
度
よ
り
低
速
域
で
航
行
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
就
航

中
の
コ
ン
テ
ナ
船
を
低
速
運
航
仕

様
に
改
良
し
、
推
進
性
能
を
改
善

す
る
こ
と
で
さ
ら
に
省
エ
ネ
を
進

め
る
研
究
を
２
０
１
３
年
夏
か
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

船
首
の
水
面
下
の
部
分
は
バ

ル
ブ
状
に
丸
く
突
き
出
し
て
い
ま

す
。こ
の
部
分
は「
バ
ル
バ
ス
バ
ウ
」

と
呼
ば
れ
、
船
舶
が
進
む
際
に
波

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る

抵
抗
を
打
ち
消
す
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
バ
ル
バ
ス
バ
ウ
の
改
造

と
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
旋
回
流
に
よ
る

損
失
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
装

置
「
Ｍ
Ｔ−

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
を
コ
ン
テ

ナ
船
に
取
り
付
け
る
改
良
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
６
月
の
改
良
工
事

実
施
後
、
半
年
間
に
わ
た
っ
て
実

航
海
デ
ー
タ
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
性
能
解
析

を
行
っ
た
結
果
、
推
定
値
を
上
回

る
23
％
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
を
確

認
し
ま
し
た
。
こ
の
改
良
工
事
が

安
全
運
航
に
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な

い
こ
と
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
に
関
す
る
研
究
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
海
事
局
の
補
助
金
対

象
に
な
り
、
ま
た
一
般
財
団
法
人 

日
本
海
事
協
会
の「
業
界
要
望
に

よ
る
共
同
研
究
」に
も
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
効
果
の
あ
る

手
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
他
の

コ
ン
テ
ナ
船
に
も
こ
の
手
法
に
基

づ
く
工
事
を
行
い
、
省
エ
ネ
効
果

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

推
進
性
能
改
善
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減

日本郵船と当社グループ技術研究開発会社の㈱ＭＴＩは、船舶の
省エネ運航を推進するためコンテナ船に船型改良工事を行い、

23％の二酸化炭素（CO2）削減効果を確認しました。

バルバスバウを改造前同改造後

　当社グループは毎年、「環境の日」
である６月５日に合わせて、環境保全
キャンペーンを実施しています。今回
は、その中の一つとして行われた「環
境・燃節川柳コンテスト」の最優秀作
品をご紹介します。�

 ‌�夜景より　 
見たいな空の　星々を

� （ペンネームなし）

バルバスバウ
［Bulbous Bow］

Bulbousは「球状の」、Bowは「船
首」という意味です。1911年
に米海軍のデヴィッド・W・テー
ラー少将が考案しましたが、そ
の半世紀後、東京大学の乾崇
夫教授らのチームが世界で初め
てバルバスバウの実証実験を行
い、この効果を理論化しました。
1962年に米国の国際学会で発
表された明石海峡岩屋沖を走る
２隻の船の並走写真（バルバス
バウの有無で比較したもの）は世
界にセンセーションを巻き起こし
ました。この後、全世界の船が
次々とバルバスバウを採用する
ようになりました。

マメ知識

2015年 環境・燃節川柳
最優秀作品
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TOPICS & NEWS

● 2015 年 5 〜 9 月 ●

TOPICS & NEWS ● 2015年 5〜9月

  キャメロンLNGプロジェクトにLNG船2隻を投入
　当社は4月30日、Diamond Gas International Pte. Ltd.（本社：シン
ガポール）と定期用船契約基本合意書を締結すると同時に、㈱MI LNG 
カンパニーと液化天然ガス（LNG）新造船2隻の建造契約を締結しました。
新造船2隻は2018年の竣工後、当社船舶管理のもと、米国ルイジアナ
州で三菱商事㈱と当社が共同参画する米国キャメロンLNGプロジェクトの
LNG輸送に従事する予定です。� （2015年5月）

  米国メキシコ湾Stones油田でFPSO事業に参画
　当社は、2016年に米国メキシコ湾Stones油田で稼働開始予定の
FPSO（浮体式海洋石油・ガス生産貯蔵積出設備）の用船・操業・保守サー
ビス事業に、三菱商事㈱と共同で出資することを決定しました。ロイヤル・
ダッチ／シェルグループのシェル・オフショア社（本社：アメリカ）が権益を保
有する同油田は、水深約2,900メートルにある海底油田。シェル・オフショ
ア社からSBM Offshore社（本社：オランダ）が受注していた本事業に、当
社と三菱商事㈱が参画します。本事業に投入予定の「FPSO Turritella」
は、当社が参画する4隻目のFPSOとなり、ハリケーンが頻繁に発生する
同油田の海象にも耐えうるタレット係留方式を採用するなど最先端技術を
結集します。� （2015年7月）

  海の日パラレルイベントで船内見学会を実施
　当社グループは、20回目を迎える海
の日の「海でつながるプロジェクト」関連
イベントとして一般社団法人日本船主
協会と共催で7月20日に横浜港、21
日に東京港で、船内見学会を行いまし
た。横浜港では、当社グループ会社の運航する客船「飛鳥Ⅱ」と当社の自
動車専用船「APHRODITE LEADER」、(独)航海訓練所の帆船「海王
丸」、東京港では「APHRODITE LEADER」と帆船「日本丸」の船内見学
会を実施しました。参加した子どもたちからは「船の中を歩けて楽しかった」「と
ても大きい船だった」などの感想が寄せられました。� （2015年7月）

    社会的責任投資の代表指標「FTSE4Good Index」
「DJSI」に13年連続で選定

　当社は、社会的責任投資（SRI）指標である「FTSE4Good Index」およ
び「Dow Jones Sustainability Indices（DJSI）」に13年連続で選定され
ました。「FTSE4Good Index」「DJSI」ともにSRIの世界的な指標として
企業の社会的責任や持続可能性を重視する投資家にとって重要な投資
先の選択基準となっています。当社の経済・環境・社会分野に関する取り
組みが高く評価され、今回の連続選定となりました。�（2015年8月／9月）

  業界初の舶用エンジン内部自動撮影装置を共同開発
　当社および㈱MTIは、船舶エンジンの
燃焼室内部を自動撮影する装置「きらり
NINJA」を開発しました（特許出願中です）。
本装置はダイトエレクトロン㈱との共同制作
品です。パノラマカメラと照明を装備してお
り、燃焼室のピストン上部に本装置を置くだけで、ピストンの上下1往復間

（約10分）に燃焼室内部全周方向の自動撮影が可能となります。これま
では乗組員が内部に入り点検を行っていましたが、その作業負担が大幅
に軽減されます。� （2015年8月）

  日本初のLNG燃料船「魁」が竣工
　当社が建造を進めていたLNG燃料タグ
ボートが、8月31日に京浜ドック㈱追浜工
場で竣工しました。日本初のLNG燃料船と
なる本船は、LNG燃料という新たな事業分
野を切りひらくフラッグシップとしての期待を
背負い「魁（さきがけ）」と命名され、同日当
社へ引き渡されました。本船は当社から㈱ウィングマリタイムサービスに用船
され、主に横浜・川崎港での作業に従事する予定です。� （2015年9月）

    自動車物流事業、インド・中東・中南米で拡大
　当社グループは世界各地で展開する自動車物流事業をさらに拡大します。
インド北西部ピパバブ港からの完成車輸出を開始するとともに、フォード・イン
ド工場の構内物流業務を受注。また、サウジアラビア紅海沿岸キングアブド
ラ港で同国初の完成車専用ターミナルの運営に参画し、中東地域における
同事業の拠点を確保しました。中南米では既に展開するメキシコに加え、同
国からの完成車輸入拡大が見込まれるコロンビアに自動車物流会社を設立
し、ターミナル、内陸輸送などのサービスを提供します。�（2015年8月／9月）

  中部電力向けLNG船2隻の定期用船契約を締結
　当社と中部電力㈱が共同出資する船舶保有会社であるバハマ法人の
Trans Pacific Shipping 6 LimitedとTrans Pacific Shipping 7 Limited
は、中部電力㈱とそれぞれ1隻ずつの新造LNG船の定期用船契約を締結
しました。また、Trans Pacific Shipping 6 Limitedは㈱MI LNGカンパニー
と、Trans Pacific Shipping 7 Limitedは川崎重工業㈱と、本用船契約
で使用するLNG船の建造契約をそれぞれ締結しました。これら新造船2隻
は2018年の竣工後、当社船舶管理のもと、中部電力㈱が米国テキサス
州で参画するフリーポートLNGプロジェクトを中心としたLNG輸送に従事する
予定です。� （2015年9月）
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　豊かな自然と都市が融合する街、バンクーバー。気候も温暖で
「世界で最も住みやすい都市」の一つとしても知られています。林
業や鉱業、観光業などが発達しており、カナダ第3の都市圏を形
成しています。今年は、女子サッカーの世界選手権「FIFA女子ワー
ルドカップ」決勝戦も開催されました。
　メトロ・バンクーバー港はカナダ最大の
港湾で、石炭、肥料、穀物などバルク貨
物の輸出が盛んです。また、客船も数多く
寄港しており、アラスカクルーズの発着港
として観光客で日々にぎわっています。
　 日 本 郵 船 はこの 街 に「NYK Line 

（Canada） Inc.」バンクーバーオフィスな
どの拠点を置き、コンテナ船を中心とした
輸送サービスを展開しています。

海事用語 
AtoZ

CANADA

AMERICA

バンクーバー

N Y K の あ る 街  ◆ ◆ ◆ ◆

Vancouver

バンクーバー
カナダ

NYK Line（Canada）Inc.の
バンクーバーオフィスが入るビル

【 はしけ 】� 蛔7ページ

艀（はしけ）は港湾内や河川など比較的短い距離を航行する小型で
喫水の浅い船舶。バージとも呼ばれる。はしけの多くがエンジンを積ん
でおらず自力で航行できないため、馬力の大きい小型船「タグボート」

（曳船）で牽引あるいは押して航行する。喫水が浅いため大型船が入
港できない港湾、そもそも港湾がない場所から船積みする際、バージで
沖まで輸送して洋上で大型船に積み替えることがある。

【 ドライバルク貨物 】〈どらいばるくかもつ〉� 蛔7ページ

梱包されていないばら積み（バルク）貨物のうち、原油や石油製品な
どの液体を除く固体の“乾いた”（ドライ）ばら積み貨物のことで、海運
貨物の主要カテゴリーの一つ。大半が粉状や粒状で、港湾や船上に
設置されたクレーンなどで荷役を行う。特に海上輸送量が多い鉄鉱石、
石炭、穀物（大豆、麦など）は「三大ドライバルク貨物」と呼ばれ、そ
の他に銅やニッケルなどの非鉄鉱石、塩、セメント、原木などさまざま
な種類がある。

【 バルカー 】〈ばるかー〉� 蛔7ページ

ドライバルク貨物を輸送するための船舶。大きさによって4種類に分か
れ、主に鉄鉱石を輸送する17～20万重量トンの「ケープサイズ」、
石炭・穀物などを輸送する7～8万重量トンの「パナマックス」、多様
なドライバルク貨物を輸送する4～6万重量トンの「ハンディマックス」、
2～3万重量トンの「ハンディサイズ」がある。ハンディマックス以下の
バルカーは船上クレーンを備えている。

【 運航ビッグデータ 】〈うんこうびっぐでーた〉� 蛔10ページ

船舶の運航にかかわる航海速力、エンジン回転数などの情報は、従来
からさまざまな形で把握されているが、これまでとは比較にならないほど
大量で多様なデータを集めたものが運航ビッグデータ。従来は手書きの
ものが中心で集める頻度も少なかったが、ITや船陸間通信の活用で
取得の自動化や頻度の向上が可能になった。蓄積したデータを解析す
ることで安全性や経済性を考慮した運航などが期待されている。

【 タレット係留方式 】〈たれっとけいりゅうほうしき〉� 蛔13ページ

浮体式海洋石油・ガス生産貯蔵積出設備（FPSO）は風や潮流の
影響を受ける洋上で一定の位置に留める必要がある。タレット（Turret）
方式は船体と係留索を接続する代表的な方式で、回転構造を持つ巨
大なベアリングを介して船体に接続する。このベアリングによって、
FPSOは外力の影響が最も小さくなるようタレットを中心に自由に回転
し、悪天候下でも安定した石油・ガス生産活動を行うことができる。

バンクーバーの都市部は、高層ビルと自然が共存している
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アニバーサリーイヤーを飾る
飛鳥Ⅱの多彩な新コース

CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報

利尻富士と飛鳥Ⅱ（撮影：中村庸夫）

　

２
０
１
６
年
10
月
28
日
、
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
は

就
航
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

イ
ヤ
ー
を
彩
る
ク
ル
ー
ズ
コ
ー
ス
が
出
そ
ろ
い

ま
し
た
。「
２
０
１
６
年
日
本
一
周
グ
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ズ
」で
は
、
33
日
間
か
け
て
北
か
ら
南
ま
で

日
本
各
地
を
ゆ
っ
た
り
と
周
遊
。
25
周
年
記
念

デ
ィ
ナ
ー
や
3
つ
の
寄
港
地
で
の
招
待
ツ
ア
ー

な
ど
、
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

　

飛
鳥
Ⅱ
は
例
年
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
世
界

一
周
ク
ル
ー
ズ
の
た
め
日
本
を
離
れ
て
い
る
の

で
、
２
０
１
６
年
は
こ
の
時
期
に
飛
鳥
Ⅱ
で
日

本
各
地
を
め
ぐ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
の
四

季
を
感
じ
ら
れ
る
多
彩
な
コ
ー
ス
を
は
じ
め
、

就
航
25
周
年
記
念
ク
ル
ー
ズ
や
テ
ー
マ
ク
ル
ー

ズ
な
ど
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、
ぜ
ひ
飛
鳥

ク
ル
ー
ズ
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ 郵船クルーズ  0570-666-154  FAX 045-640-5366
http://www.asukacruise.co.jp/

■ ゴールデンウィーク 神戸・紀州クルーズ	 ●
2016年4月30日土 神戸発〜5月2日月 横浜着	 旅行代金 114,000〜576,000円

■ ゴールデンウィーク 春満喫クルーズ	 ●
2016年5月2日月 横浜発〜8日日 横浜着	 旅行代金 342,000〜1,728,000円

■ 新緑の西国探訪クルーズ	 ●
2016年5月8日日 横浜発〜13日金 横浜着	 旅行代金 235,000〜1,180,000円

■ 葵祭クルーズ	 ●
2016年5月13日金 横浜発〜17日火 横浜着	 旅行代金 218,000〜1,061,000円

■ 新緑のみちのくクルーズ	 ●
2016年5月17日火 横浜発〜20日金 横浜着	 旅行代金 141,000〜708,000円

■ 神戸発着　日南・上五島クルーズ
2016年5月22日日 神戸発〜26日木 神戸着	 旅行代金 196,000〜960,000円

■ 春の神戸・名古屋ワンナイトクルーズA	 ●●
2016年5月26日木 神戸発〜27日金 名古屋着	 旅行代金 49,000〜236,000円

■ 名古屋発着　土佐・日向クルーズ
2016年5月27日金 名古屋発〜31日火 名古屋着	 旅行代金 196,000〜960,000円

■ 大相撲クルーズ
2016年6月1日水 東京発〜3日金 横浜着	 旅行代金 114,000〜557,000円

■ �飛鳥クルーズ就航25周年記念� ●● 
2016年日本一周グランドクルーズ

2016年6月5日日 神戸発〜7月7日木 神戸着� 2016年6月6日月 東京発〜7月8日金 東京着
早期全額支払割引代金 1,679,000〜8,265,000円� 通常旅行代金 1,714,000〜8,434,000円
※‌�早期全額支払割引代金は2015年12月31日（木）までに全額お支払いいただく場合に適用となります。株主優待割引はご

利用いただけません。ご了承ください。

■ 神戸発着　世界遺産 小笠原クルーズ
2016年7月10日日 神戸発〜15日金 神戸着	 旅行代金 310,000〜1,375,000円

■ 若大将クルーズ
2016年7月18日月祝  横浜発〜20日水 横浜着	 旅行代金 122,000〜560,000円

■ 飛鳥クルーズ就航25周年記念� ●●
　夏の北海道クルーズ
2016年7月20日水 横浜発〜28日木 横浜着� 旅行代金 426,000〜2,106,000円

■ 伊勢志摩・夏休みクルーズ	 ●●
2016年7月28日木 横浜発〜31日日 横浜着	 旅行代金 156,000〜786,000円

■ ウエスタンカーニバル クルーズ	 ●
2016年9月11日日 横浜発〜13日火 神戸着	 旅行代金 109,000〜529,000円

■ 秋の日本一周・韓国クルーズ	 ●●
2016年9月19日月祝  名古屋発〜30日金 名古屋着
2016年9月20日火 横浜発〜10月1日土 横浜着	 旅行代金 517,000〜2,596,000円

■ 飛鳥クルーズ就航25周年記念　�
　アニバーサリークルーズ
2016年10月25日火 横浜発〜29日土 横浜着� 旅行代金 208,000〜1,048,000円

下記の各種キャンペーンや割引などが設定されています。
●＝区間コース販売
●＝スイートトリプルキャンペーン
●＝K3キッズキャンペーン
●＝3クルーズ連続乗船割引（※）
●＝グループ割引（※）

●＝フル得キャンペーン（区間コースは対象外）

●＝ハッピーファミリークルーズ
●＝AGE65キャンペーン（※）（Kステートは対象外）

●＝�アスカクラブ25％特別割引（※） 
（‌�区間コース、Kステートは対象外）

（※）の割引を適用の場合、株主優待割引はご利用いただけません（3クルーズ連続乗船割引の1つ目のクルーズは利用
可）。ご了承ください。その他のコース、割引などの詳細は下記までお問い合わせください

飛鳥Ⅱクルーズスケジュール （2016年4月～10月 ※抜粋）
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ＮＹＫと
カキのはなし

秋も深まり、カキが美味しい季
節になりました。1931年に「氷
川丸」で種ガキ58トンを米国
シアトル向けに輸出した記録が
残っています。鮮度を守るため、
航海中は海水をかけながら輸
送しました。近年は空輸が主に
なっています。フランスで寄生
虫によりカキが激減した際、生
命力が強く成長が早い日本産
の種ガキを輸入し、各地で養殖
しました。


